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第1章

1 キリスト・イエスのしもべである、パウロとテモテから、ピリピにいる、キリスト・イエスに

あるすべての聖徒たち、ならびに監督たちと執事たちへ。

2 私たちの父なる神と主イエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにありますように。

3 私は、あなたがたのことを思うたびに、私の神に感謝しています。

4 あなたがたすべてのために祈るたびに、いつも喜びをもって祈り、

5 あなたがたが最初の日から今日まで、福音を伝えることにともに携わってきたことを感謝して

います。

6 あなたがたの間で良い働きを始められた方は、キリスト・イエスの日が来るまでにそれを完成

させてくださると、私は確信しています。

7 あなたがたすべてについて、私がこのように考えるのは正しいことです。あなたがたはみな、

私が投獄されているときも、福音を弁明し立証しているときも、私とともに恵みにあずかった

人たちであり、そのようなあなたがたを私は心に留めているからです。

8 私がキリスト・イエスの愛の心をもって、どんなにあなたがたすべてを慕っているか、その証

しをしてくださるのは神です。

9 私はこう祈っています。あなたがたの愛が、知識とあらゆる識別力によって、いよいよ豊かに

なり、

10 あなたがたが、大切なことを見分けることができますように。こうしてあなたがたが、キリス

トの日に備えて、純真で非難されるところのない者となり、

11 イエス・キリストによって与えられる義の実に満たされて、神の栄光と誉れが現されますよう

に。

12 さて、兄弟たち。私の身に起こったことが、かえって福音の前進に役立ったことを知ってほし

いのです。

13 私がキリストのゆえに投獄されていることが、親衛隊の全員と、ほかのすべての人たちに明ら

かになり、

14 兄弟たちの大多数は、私が投獄されたことで、主にあって確信を与えられ、恐れることなく、

ますます大胆にみことばを語るようになりました。

15 人々の中には、ねたみや争いからキリストを宣べ伝える者もいますが、善意からする者もいま

す。

16 ある人たちは、私が福音を弁証するために立てられていることを知り、愛をもってキリストを

伝えていますが、

17 ほかの人たちは党派心からキリストを宣べ伝えており、純粋な動機からではありません。鎖に

つながれている私をさらに苦しめるつもりなのです。

18 しかし、それが何だというのでしょう。見せかけであれ、真実であれ、あらゆる仕方でキリス

トが宣べ伝えられているのですから、私はそのことを喜んでいます。 そうです。これからも

喜ぶでしょう。

19 というのは、あなたがたの祈りとイエス・キリストの御霊の支えによって、私が切に期待し望

んでいるとおりに、このことが結局は私の救いとなることを知っているからです。



20 私の願いは、どんな場合にも恥じることなく、今もいつものように大胆に語り、生きるにして

も死ぬにしても、私の身によってキリストがあがめられることです。

21 私にとって生きることはキリスト、死ぬことは益です。

22 しかし、肉体において生きることが続くなら、私の働きが実を結ぶことになるので、どちらを

選んだらよいか、私には分かりません。

23 私は、その二つのことの間で板ばさみとなっています。私の願いは、世を去ってキリストとと

もにいることです。そのほうが、はるかに望ましいのです。

24 しかし、この肉体にとどまることが、あなたがたのためにはもっと必要です。

25 このことを確信しているので、あなたがたの信仰の前進と喜びのために、私が生きながらえ

て、あなたがたすべてとともにいるようになることを知っています。

26 そうなれば、私は再びあなたがたのもとに行けるので、私に関するあなたがたの誇りは、キリ

スト・イエスにあって増し加わるでしょう。

27 ただキリストの福音にふさわしく生活しなさい。そうすれば、私が行ってあなたがたに会うに

しても、離れているにしても、あなたがたについて、こう聞くことができるでしょう。あなた

がたは霊を一つにして堅く立ち、福音の信仰のために心を一つにしてともに戦っていて、

28 どんなことがあっても、反対者たちに脅かされることはない、と。そのことは、彼らにとって

は滅びのしるし、あなたがたにとっては救いのしるしです。それは神によることです。

29 あなたがたがキリストのために受けた恵みは、キリストを信じることだけでなく、キリストの

ために苦しむことでもあるのです。

30 かつて私について見て、今また私について聞いているのと同じ苦闘を、あなたがたは経験して

いるのです。

第2章

1 ですから、キリストにあって励ましがあり、愛の慰めがあり、御霊の交わりがあり、愛情とあ

われみがあるなら、

2 あなたがたは同じ思いとなり、同じ愛の心を持ち、心を合わせ、思いを一つにして、私の喜び

を満たしてください。

3 何事も利己的な思いや虚栄からするのではなく、へりくだって、互いに人を自分よりすぐれた

者と思いなさい。

4 それぞれ、自分のことだけでなく、ほかの人のことも顧みなさい。

5 キリスト・イエスのうちにあるこの思いを、あなたがたの間でも抱きなさい。

6 キリストは、神の御姿であられるのに、 神としてのあり方を捨てられないとは考えず、

7 ご自分を空しくして、しもべの姿をとり、 人間と同じようになられました。 人としての姿を

もって現れ、

8 自らを低くして、死にまで、 それも十字架の死にまで従われました。

9 それゆえ神は、この方を高く上げて、 すべての名にまさる名を与えられました。

10 それは、イエスの名によって、 天にあるもの、地にあるもの、 地の下にあるもののすべてが

膝をかがめ、



11 すべての舌が 「イエス・キリストは主です」と告白して、 父なる神に栄光を帰するためで

す。

12 こういうわけですから、愛する者たち、あなたがたがいつも従順であったように、私がともに

いるときだけでなく、私がいない今はなおさら従順になり、恐れおののいて自分の救いを達成

するよう努めなさい。

13 神はみこころのままに、あなたがたのうちに働いて志を立てさせ、事を行わせてくださる方で

す。

14 すべてのことを、不平を言わずに、疑わずに行いなさい。

15 それは、あなたがたが、非難されるところのない純真な者となり、また、曲がった邪悪な世代

のただ中にあって傷のない神の子どもとなり、

16 いのちのことばをしっかり握り、彼らの間で世の光として輝くためです。そうすれば、私は自

分の努力したことが無駄ではなく、労苦したことも無駄でなかったことを、キリストの日に誇

ることができます。

17 たとえ私が、あなたがたの信仰の礼拝といういけにえに添えられる、注ぎのささげ物となって

も、私は喜びます。あなたがたすべてとともに喜びます。

18 同じように、あなたがたも喜んでください。私とともに喜んでください。

19 私は早くテモテをあなたがたのところに送りたいと、主イエスにあって望んでいます。あなた

がたのことを知って、励ましを受けるためです。

20 テモテのように私と同じ心になって、真実にあなたがたのことを心配している者は、だれもい

ません。

21 みな自分自身のことを求めていて、イエス・キリストのことを求めてはいません。

22 しかし、テモテが適任であることは、あなたがたが知っています。子が父に仕えるように、テ

モテは私とともに福音のために奉仕してきました。

23 ですから、私のことがどうなるのか分かり次第、すぐに彼を送りたいと望んでいます。

24 また、私自身も近いうちに行けると、主にあって確信しています。

25 私は、私の兄弟、同労者、戦友であり、あなたがたの使者で、私の必要に仕えてくれたエパフ

ロディトを、あなたがたのところに送り返す必要があると考えました。

26 彼はあなたがたみなを慕っており、自分が病気になったことがあなたがたに伝わったことを、

気にしているからです。

27 本当に、彼は死ぬほどの病気にかかりました。しかし、神は彼をあわれんでくださいました。

彼だけでなく私もあわれんでくださり、悲しみに悲しみが重ならないようにしてくださいまし

た。

28 そこで、私は大急ぎで彼を送ります。あなたがたが彼に再び会って喜び、私も心配が少なくな

るためです。

29 ですから大きな喜びをもって、主にあって彼を迎えてください。また、彼のような人たちを尊

敬しなさい。

30 彼はキリストの働きのために、死ぬばかりになりました。あなたがたが私に仕えることができ

なかった分を果たすため、いのちの危険を冒したのです。



第3章

1 最後に、私の兄弟たち、主にあって喜びなさい。私は、また同じことをいくつか書きますが、

これは私にとって面倒なことではなく、あなたがたの安全のためにもなります。

2 犬どもに気をつけなさい。悪い働き人たちに気をつけなさい。肉体だけの割礼の者に気をつけ

なさい。

3 神の御霊によって礼拝し、キリスト・イエスを誇り、肉に頼らない私たちこそ、割礼の者なの

です。

4 ただし、私には、肉においても頼れるところがあります。ほかのだれかが肉に頼れると思うな

ら、私はそれ以上です。

5 私は生まれて八日目に割礼を受け、イスラエル民族、ベニヤミン部族の出身、ヘブル人の中の

ヘブル人、律法についてはパリサイ人、

6 その熱心については教会を迫害したほどであり、律法による義については非難されるところが

ない者でした。

7 しかし私は、自分にとって得であったこのようなすべてのものを、キリストのゆえに損と思う

ようになりました。

8 それどころか、私の主であるキリスト・イエスを知っていることのすばらしさのゆえに、私は

すべてを損と思っています。私はキリストのゆえにすべてを失いましたが、それらはちりあく

ただと考えています。それは、私がキリストを得て、

9 キリストにある者と認められるようになるためです。私は律法による自分の義ではなく、キリ

ストを信じることによる義、すなわち、信仰に基づいて神から与えられる義を持つのです。

10 私は、キリストとその復活の力を知り、キリストの苦難にもあずかって、キリストの死と同じ

状態になり、

11 何とかして死者の中からの復活に達したいのです。

12 私は、すでに得たのでもなく、すでに完全にされているのでもありません。ただ捕らえようと

して追求しているのです。そして、それを得るようにと、キリスト・イエスが私を捕らえてく

ださったのです。

13 兄弟たち。私は、自分がすでに捕らえたなどと考えてはいません。ただ一つのこと、すなわ

ち、うしろのものを忘れ、前のものに向かって身を伸ばし、

14 キリスト・イエスにあって神が上に召してくださるという、その賞をいただくために、目標を

目指して走っているのです。

15 ですから、大人である人はみな、このように考えましょう。もしも、あなたがたが何か違う考

え方をしているなら、そのことも神があなたがたに明らかにしてくださいます。

16 ただし、私たちは到達したところを基準にして進むべきです。

17 兄弟たち。私に倣う者となってください。また、あなたがたと同じように私たちを手本として

歩んでいる人たちに、目を留めてください。

18 というのは、私はたびたびあなたがたに言ってきたし、今も涙ながらに言うのですが、多くの

人がキリストの十字架の敵として歩んでいるからです。

19 その人たちの最後は滅びです。彼らは欲望を神とし、恥ずべきものを栄光として、地上のこと

だけを考える者たちです。



20 しかし、私たちの国籍は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主として来られる

のを、私たちは待ち望んでいます。

21 キリストは、万物をご自分に従わせることさえできる御力によって、私たちの卑しいからだ

を、ご自分の栄光に輝くからだと同じ姿に変えてくださいます。

第4章

1 ですから、私の愛し慕う兄弟たち、私の喜び、冠よ。このように主にあって堅く立ってくださ

い。愛する者たち。

2 ユウオディアに勧め、シンティケに勧めます。あなたがたは、主にあって同じ思いになってく

ださい。

3 そうです、真の協力者よ、あなたにもお願いします。彼女たちを助けてあげてください。この

人たちは、いのちの書に名が記されているクレメンスやそのほかの私の同労者たちとともに、

福音のために私と一緒に戦ったのです。

4 いつも主にあって喜びなさい。もう一度言います。喜びなさい。

5 あなたがたの寛容な心が、すべての人に知られるようにしなさい。主は近いのです。

6 何も思い煩わないで、あらゆる場合に、感謝をもってささげる祈りと願いによって、あなたが

たの願い事を神に知っていただきなさい。

7 そうすれば、すべての理解を超えた神の平安が、あなたがたの心と思いをキリスト・イエスに

あって守ってくれます。

8 最後に、兄弟たち。すべて真実なこと、すべて尊ぶべきこと、すべて正しいこと、すべて清い

こと、すべて愛すべきこと、すべて評判の良いことに、また、何か徳とされることや称賛に値

することがあれば、そのようなことに心を留めなさい。

9 あなたがたが私から学んだこと、受けたこと、聞いたこと、見たことを行いなさい。そうすれ

ば、平和の神があなたがたとともにいてくださいます。

10 私を案じてくれるあなたがたの心が、今ついによみがえってきたことを、私は主にあって大い

に喜んでいます。あなたがたは案じてくれていたのですが、それを示す機会がなかったので

す。

11 乏しいからこう言うのではありません。私は、どんな境遇にあっても満足することを学びまし

た。

12 私は、貧しくあることも知っており、富むことも知っています。満ち足りることにも飢えるこ

とにも、富むことにも乏しいことにも、ありとあらゆる境遇に対処する秘訣を心得ています。

13 私を強くしてくださる方によって、私はどんなことでもできるのです。

14 それにしても、あなたがたは、よく私と苦難を分け合ってくれました。

15 ピリピの人たち。あなたがたも知っているとおり、福音を伝え始めたころ、私がマケドニアを

出たときに、物をやり取りして私の働きに関わってくれた教会はあなたがただけで、ほかには

ありませんでした。

16 テサロニケにいたときでさえ、あなたがたは私の必要のために、一度ならず二度までも物を送

ってくれました。

17 私は贈り物を求めているのではありません。私が求めているのは、あなたがたの霊的な口座に

加えられていく実なのです。



18 私はすべての物を受けて、満ちあふれています。エパフロディトからあなたがたの贈り物を受

け取って、満ち足りています。それは芳ばしい香りであって、神が喜んで受けてくださるささ

げ物です。

19 また、私の神は、キリスト・イエスの栄光のうちにあるご自分の豊かさにしたがって、あなた

がたの必要をすべて満たしてくださいます。

20 私たちの父である神に、栄光が世々限りなくありますように。アーメン。

21 キリスト・イエスにある聖徒の一人ひとりに、よろしく伝えてください。私と一緒にいる兄弟

たちが、あなたがたによろしくと言っています。

22 すべての聖徒たち、特にカエサルの家に属する人たちが、よろしくと言っています。

23 主イエス・キリストの恵みが、あなたがたの霊とともにありますように。


